
建学の精神 

 

─個性の伸展による創造的経済人の育成─ 

 

天地万有 ものみな 絶対の真と存在の価値がある 

この宇宙そして天地の間に存在する万物全てに存在の意義と価値がある。 

生命あるものは誕生したその瞬間から絶対無比の存在となる。 

人類が出現して以来 350 万年近い過去に同じである。今ある人間は二人と存在してこなかった。未来

もまた二人と同じ人は存在しないであろう。科学はその生命の不思議さと厳粛さを少しずつ解き明かし

てきた。 

人間はこの世に絶対唯一の存在として、無二の生涯を全うするように決定されているといえよう。 

自己の存在がその生命ある限りにどのようにして自己を確立し、そして自己実現に向かって成長して

いくのか。そこに教育の存在意義がある。 

物は心によって価値を生じ人は教育によって永遠に輝く 

個性教育は、人間一人ひとりの存在意義の違い、個性の違いを認識し尊ぶことから始まる。自己の個

性に目覚め、アイディンティティを確立させ、生涯かけて自己の実現と完成に向けて練磨していくのが

＜個性の伸展による人生練磨＞である。 

人間は生来、その人にしかない長所や美点、特質、その人らしさといわれる第一義的特性、仏教で謂

うところの＜第一義諦（だいいちぎたい）=PARAMA＞を有しており、それを教育によって引き出し永久

に輝かせたいという願いから、「個性の伸展」を本学園の教育の本義としている。 

個性は極めて人間的であり創造的であり芸術的でもあり、数値で表わすことはできない。個性教育が

偏差値教育を否定する所以である。幼児教育から始まり初等教育、中等教育、高等教育、そして生涯

教育へと自分の個性を核としてより豊かに、より高度に一貫性をもって創造的に完成させる生き方を教

育理念として体系づけている。 

 

本学では、経済の領域に的を絞り経済分野に興味や関心意欲を抱き、特技や特色を持つ学生を集結

し、自己の確立を求めて、自由な環境の中で、豊かで幅広い教養を身につけ、“独学の心”をもって多

様な選択肢の中から主体的に自己に必要な教養や学識、技能、そして専門性を学びとり、さらには積

極的に自己の個性に基づく独創力を発揮していく、創造性に富んだクリエイティブな個性派人間や、起

業家精神にあふれた青年の育成を目標としている。 

 

＜本学が目指す大学像＞ 

１．自分らしい個性の確立をめざす大学 

２．豊富な価値観、人間観を有する大学 

３．経済人としての倫理観を涵養する大学 

４．世界的な視野に立つグローバル志向の大学 



  

教育の基本理念 

 

目的および使命 

本学は、教育基本法および学校教育法に従い、広く知識を授け、人格の陶冶に努めるとともに、建学

の精神にのっとり個性の伸展をはかりつつ、深く経済に関する専門の学問を教授研究し、教養が豊か

で実行力のある有為の人材を育成することを目的とし、学術の深化、文化の向上に貢献することを使

命とする。 

 

 


